
１ 介護サービスに係る事故報告合計 令和4年度

２ サービス種別ごとの事故種別の傾向

転倒 転落 接触 誤薬 誤嚥 異食 交通事故 徘徊 その他 合計
訪問介護（※１） 20 0 3 1 1 0 0 0 10 35
訪問看護・訪問リハビリテーション 2 0 2 0 1 0 0 0 2 7
通所介護（※２） 194 18 30 12 7 1 20 8 65 355
通所リハビリテーション 28 1 1 0 0 1 1 1 10 43
短期入所生活介護・短期入所療養介護 49 7 5 3 1 0 0 0 14 79
小規模多機能型居宅介護（※３） 25 5 1 1 0 0 5 0 13 50
福祉用具貸与 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5
居宅介護支援 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

合 計 318 31 42 17 10 2 26 9 120 575
割 合 55.3% 5.4% 7.3% 3.0% 1.7% 0.3% 4.5% 1.6% 20.9% 100.0%

転倒 転落 接触 誤薬 誤嚥 異食 交通事故 徘徊 その他 合計
介護老人福祉施設（※４） 297 91 32 27 15 3 1 0 139 605
介護老人保健施設 172 19 16 14 5 1 0 2 89 318
介護医療院（※５） 10 1 11 18 4 2 0 0 64 110
特定施設入居者生活介護 336 42 12 63 7 4 0 0 45 509
認知症対応型共同生活介護 213 29 22 16 10 0 0 4 53 347

合 計 1028 182 93 138 41 10 1 6 390 1889
割 合 54.4% 9.6% 4.9% 7.3% 2.2% 0.5% 0.1% 0.3% 20.6% 100.0%

「その他」…事故原因が不明、表皮剥離、チューブ抜去、容態急変、個人情報紛失 等

（※１）「訪問入浴介護」「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」「夜間対応型訪問介護」を含む
（※２）「地域密着型通所介護」「認知症対応型通所介護」を含む
（※３）「看護小規模多機能型居宅介護」を含む
（※４）「地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護」を含む
（※５）「介護療養型医療施設」を含む

介護サービスに係る事故報告集計結果（令和４年度）

2,464件

・「転倒」が前年度(1421件)より減少していますが、依然として事故報告の半数を占めています。
・施設・居住系サービスでは、「誤薬」も多く報告されています。他の利用者の薬を誤って服用する事故は、重大な影響を及
ぼす可能性があるため、誤薬防止に向けた対策が重要です。
・在宅系サービスのうち、「通所介護」と「小規模多機能型居宅介護」では「交通事故」が報告されており、利用者の送迎中
に事故が生じています。無理のない適正な運行計画や後部座席を含めたシートベルトの全席着用の徹底など交通事故防止の徹
底に努めてください。
・「その他」については、利用者本人の記憶が定かでなく、介護職員等が事故の場面を現認していないなど、事故原因が特定
できないものが多く占めています。
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３ サービス種別ごとの事故結果の傾向

死亡 骨折 打撲・脱臼・捻挫 擦過傷・切傷 火傷 異常なし その他 合計
訪問介護（※１） 1 14 3 7 0 3 7 35
訪問看護・訪問リハビリテーション 0 0 2 3 0 0 2 7
通所介護（※２） 6 72 113 40 1 63 60 355
通所リハビリテーション 0 9 11 8 0 5 10 43
短期入所生活介護・短期入所療養介護 0 22 24 11 0 14 8 79
小規模多機能型居宅介護（※３） 1 15 11 4 0 11 8 50
福祉用具貸与 0 0 0 0 0 1 4 5
居宅介護支援 0 0 0 0 0 0 1 1

合 計 8 132 164 73 1 97 100 575
割 合 1.4% 23.0% 28.5% 12.7% 0.2% 16.9% 17.4% 100.0%

死亡 骨折 打撲・脱臼・捻挫 擦過傷・切傷 火傷 異常なし その他 合計
介護老人福祉施設（※４） 16 208 169 69 3 79 61 605
介護老人保健施設 0 86 69 66 0 36 61 318
介護医療院（※５） 0 8 7 36 0 17 42 110
特定施設入居者生活介護 5 186 125 53 3 98 39 509
認知症対応型共同生活介護 2 143 76 43 1 38 44 347

合 計 23 631 446 267 7 268 247 1889
割 合 1.2% 33.4% 23.6% 14.1% 0.4% 14.2% 13.1% 100.0%

「その他」…内出血、血腫、誤嚥、肺炎、意識消失、個人情報紛失 等

（※１）「訪問入浴介護」「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」「夜間対応型訪問介護」を含む
（※２）「地域密着型通所介護」「認知症対応型通所介護」を含む
（※３）「看護小規模多機能型居宅介護」を含む
（※４）「地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護」を含む
（※５）「介護療養型医療施設」を含む

・在宅系サービスでは、「骨折」「打撲・脱臼・捻挫」が半数を占めています。
・施設・居住系サービスでは、「骨折」が最も多く、次に「打撲・脱臼・捻挫」が多くなっています。
・施設・居住系サービスは在宅系サービスよりも「骨折」の占める割合が多くなっています。骨折は⻑期入院やADLの著しい
 低下につながるため、特別養護老人ホームにおける介護事故予防ガイドライン（厚生労働省）等を参考に、日頃から事故
 予防のための対策に努めてください。
・一部の施設で「疥癬」の集団感染の事例が報告されていますので、適切な感染予防対策に努めてください。
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